
次の発行は11月１日の予定です。

議会だより発行月 ２月 ５月 ８月 11月

みんなで考える公共交通 ▶ p.2

一般質問 ▶ p.8

第一回議会だよりモニター会議 ▶ p.20

▶ 表紙写真に関する紹介が18ページにあります。
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路線バス   デマンド交通 コミュニティバス
運行形態 定時運行（路線と停留所） 事前予約が必要

乗合、ドアtoド ア方式と停留所方式
定時
（路線・停留所）

車　体 中型・大型バス セダン車・ワン ボックスタイプ 小型バス・マイクロバス・ワンボックスなど

メリット ＊�多くの乗客を一度に運ぶことができる
＊�時刻表に定められた時間に乗車できる

＊�住宅近くに乗 降所を設置できる
＊�自宅までの送 迎が可能

＊�車両によって狭い道路の通行ができる
＊�予約無く時刻表で定められた時刻に利用できる

デメリット ＊�大型車両のため狭い道路は運行できない
＊�渋滞等で時刻表通りに来ない事がある

＊�利用前に事前 登録、前日予約が必要
＊�登録制のため 町外の人は利用できない

＊�経路によっては目的地まで遠くなる可能性がある
＊�満員になり乗車できない可能性がある

公共交通

ご意見を
募集します!!

あなたの声を聞かせてください

　自治体（町）が主体となっ
て路線を決め、町内施設（公
共施設・病院・スーパー等）
を時刻表に従って循環する。

コミュニティバスデマンド交通

どこでも乗り降り
できるものが
あるといいな

PASMOや Suica
みたいな IC カードが
使えるといいな

乗車賃が
安いのがいいな

昼間でも本数が多く、
いつでも利用できる
ものがいいな
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路線バス   デマンド交通 コミュニティバス
運行形態 定時運行（路線と停留所） 事前予約が必要

乗合、ドアtoド ア方式と停留所方式
定時
（路線・停留所）

車　体 中型・大型バス セダン車・ワン ボックスタイプ 小型バス・マイクロバス・ワンボックスなど

メリット ＊�多くの乗客を一度に運ぶことができる
＊�時刻表に定められた時間に乗車できる

＊�住宅近くに乗 降所を設置できる
＊�自宅までの送 迎が可能

＊�車両によって狭い道路の通行ができる
＊�予約無く時刻表で定められた時刻に利用できる

デメリット ＊�大型車両のため狭い道路は運行できない
＊�渋滞等で時刻表通りに来ない事がある

＊�利用前に事前 登録、前日予約が必要
＊�登録制のため 町外の人は利用できない

＊�経路によっては目的地まで遠くなる可能性がある
＊�満員になり乗車できない可能性がある

みんなで考える

募集要項
【お住まいの地域】� （記入例　藤久保）
【年　　代】� （記入例　30歳代）
【書　　式】� 自由にご意見をお書きください
【応募方法】� ◦メール　gikai@town.saitama-miyoshi.lg.jp
� ◦F A X　049-274-1057
� ◦議会事務局（庁舎 6階）へご持参

応募期間

令和 4 年
8/31 まで

　一定の路線を定められた時
刻表に従って運行する乗合バ
ス。
　駅と地域を結ぶ路線がメイ
ンになり停留所を利用して乗
降する大きめのバス（三芳町
ではライフバス）。

路線バス
　利用者の事前予約に応じて
運行。経路や運行スケジュー
ルにより運行。
　三芳町では停留所を設置し
て乗合方式で試行運転を実施
していた。

デマンド交通
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（※数字）が付いている用語については P18をご覧ください。

令和4年令和4年
第3回 臨時会第3回 臨時会

（4月22日）（4月22日）
第4回 定例会第4回 定例会

（6月1日〜6月14日）（6月1日〜6月14日）

4
月
22
日
に
第
3
回
臨
時
会
が
、
6
月
1
日
か
ら

第
4
回
定
例
会
が
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
臨
時
会
で
は
4
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
等

が
計
上
さ
れ
た
補
正
予
算
案
が
、
定
例
会
で
は
藤
久

保
地
域
拠
点
施
設
整
備
等
事
業
の
債
務
負
担
行
為
等

を
含
む
補
正
予
算
案
2
件
を
は
じ
め
議
案
8
件
、
土

地
開
発
公
社
の
報
告
2
件
、
同
意
1
件
が
上
程
さ
れ
、

補
正
予
算
に
は
修
正
動
議
（
※
1
）
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
否
決
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
・
同
意

と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
14
名
の
議
員
が
行
い
、
各
議
員
か
ら

町
政
に
対
し
て
町
の
課
題
に
対
す
る
質
疑
や
政
策
提

案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

藤久保地域拠点施設整備等事業費の債務負担行為は藤久保地域拠点施設整備等事業費の債務負担行為は

9797億億27142714万円万円
� (一般会計補正予算第3号に計上）� ( 一般会計補正予算第3号に計上）

　
こ
の
債
務
負
担
行
為
を
補
正
予
算
案
（
第
3
号
）
か
ら
削
除
す
る

修
正
動
議
が
7
名
の
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
採

決
の
結
果
、
賛
否
同
数
の
た
め
議
長
裁
決
に
よ
り
修
正
動
議
は
否
決

さ
れ
、
補
正
予
算
（
第
3
号
）
は
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

修
正
動
議

財源の内訳
国や県からの補助金

26 億 1085万円

町債等の借入金

45 億 4600万円

一般財源

25 億 7028万円

債務負担行為
とは

　予算は単一年度で完結するのが原則ですが、1つの事業や事務が
単年度で終了せずに後の年度においても「負担=支出」をしなけ
ればならない場合には、あらかじめ後の年度の債務を約束すること
を予算で決めておきます。これを債務負担行為といいます。

藤久保地域拠点施設整備等事業の、97億
2714 万円は町にとって大きな財政負担と
なる。財政状況も含め町民に十分な説明が
ないまま進めることは認められない。事業
方式等の変更に関しては要因が不明瞭であ
る。説明責任を果たすとともに住民とも時
間をかけて議論をしていくべき。

日本共産党

賛
成

修正動議に
対する

社会情勢が不安定で先行き不透明な中、こ
れだけの巨大事業をスタートさせることに現
時点では賛成をしかねる。
公共施設マネジメント基本計画や小中学校

の適正規模適正配置、ゼロカーボンシティ宣
言などとの整合性も考慮し、町の将来にとっ
て必要な規模を再検討することを求める。

輝

賛
成

修正動議に
対する

※イメージであり、完成図とは異なります※イメージであり、完成図とは異なります
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（※数字）が付いている用語については P18をご覧ください。

臨時会・定例会で可決された議案

一般会計補正予算の概要
補正予算第 1 号 歳入歳出にそれぞれ 1億 6551万 1千円を追加

補正予算第 2 号 歳入歳出にそれぞれ 1億 7131万 4千円を追加

対象：60 歳以上の方及び 18 歳以上 60 歳未満で基礎
疾患を有する方

［歳出］　
システム改修等事務費 753 万 5 千円
ワクチン接種にかかる費用 8528 万１千円

4 回目の
新型コロナワクチン接種事業

人口減少社会に対応したコンパクトシティ実現のため
の計画策定。2 年かけて策定予定

［歳出］　
策定業務委託料
 1214 万 1 千円
※�令和 5年度は 956 万 5千
円を歳出予定のため、総
額は 2170 万 6 千円とな
ります。

立地適正化計画（※ 2）策定事業

運動公園テニスコートを砂入り人工芝に改修、合わせ
て夜間照明やベンチを設置

［歳出］　
改修工事の監理業務委
託費・工事費
 1 億 2114 万 6 千円

ベンチ 12 台 
 37 万 4 千円

テニスコート改修工事

緑地公園に木株ステップや丸太平均台など 6 基の遊具
を設置

［歳出］　
整備工事費
 1907 万 9 千円

緑地公園内アスレチック整備事業

小学校 4 年生以上、中学校は全学年の各教室及び特別
支援教室に配備

［歳入］　
デジタル田園都市
国家構想推進交付金
 2575 万円

［歳出］　
電子黒板 64 台・
高画質カメラ 101 台・他
 5150 万 2 千円

小中学校に電子黒板導入

新型コロナウイルスワクチン接種会場までの移動や、
コロナ禍における生活移動を支援
利用期間：6 月〜 10 月末　1000 円分 /人

［歳出］　
補助券作成費・負担金等総額 767 万 1 千円

70 歳以上の高齢者への
タクシー利用補助

※ 7ページで詳細を説明

5 2022 年 8月１日　議会だより　みよし　No.185



物価高騰への対策として地域
ふれあいクーポン券の追加発行、水道基本料
金の減免事業、学校給食賄い材料費への補助
金投入等が予算化され高く評価する。また、
重要施策の藤久保地域拠点施設整備等事業に
債務負担行為が設定され、実現に向けいよい
よスタートとなることに対して賛成する。

公明党

臨時会・定例会で可決された議案

補正予算第 3 号 歳入歳出にそれぞれ 1億 2146万 1千円を追加

早い方で 9 月の引き落とし分から 4 か月分の減免

［歳入］　
地方創生臨時交付金 3313 万 1 千円

［歳出］　
減免分実費・通知等郵送料 3863 万 1 千円

水道基本料金の減免

食材費が高騰する中、保護者負担を増やすことなく従
来の栄養バランスや量を保つため町が差額を負担

［歳入］　
地方創生臨時交付金
 706 万 1 千円

［歳出］　
賄材料費
 826 万 7 千円

給食材料費高騰への補助

［歳入］　
地方創生臨時交付金 1495 万 7 千円

［歳出］　
システム改修費 55 万円
給付金（280 人分） 1400 万円

【給付対象】
（申請不要）
①�令和 4年 4月に児童手当か特別児童扶養手当
を受給しており、かつ令和 4年度の住民税非
課税世帯

（申請が必要）
② �16 歳から 18 歳の子どもを養育している令
和 4年度の住民税非課税世帯

③�令和 5年 2月までに出生した子どもがいる住
民税非課税世帯
④�上記に該当しないが、コロナ禍により住民税
非課税相当に家計が急変した世帯

子育て世帯へ生活支援の給付金

当初予算で 1500 円 /人を予定していたが、　3000 円 /人
に増額する

［歳入］　
地方創生臨時交付金 5033 万 1 千円

［歳出］　
クーポン増額分・取次事務委託料等
 5877 万 3 千円

地域応援ふれあいクーポン増額

同
意
し
ま
し
た

監査委員って何をする人 ? 　

識
見
を
持
つ
監
査
委

員
（
弁
護
士
、
公
認
会

計
士
及
び
税
理
士
）
と

し
て
、
新
た
に
税
理
士

の
玉
田
修
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　監査委員制度は町の主に財務に関する事務について、法令に違反
していないか、効率的に行われているかを監査し、行政執行の適法性、
妥当性、さらには能率性等を検証して、その結果を住民等に伝達す
ることが主たる目的となっています。
　三芳町では監査機能の充実を図る観点から 3 月議会において町の
監査委員制度が一部変更され、従来の議員選出監査委員を廃止し、
専門性を持つ監査委員が選出されることになりました。

賛
成
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臨時会・定例会で可決された議案

電子黒板等の購入契約の締結

質
　
疑

　補正予算第 1号に計上された予算の執行として、大型掲示装置
（電子黒板）と高画質カメラ（書画カメラ）を購入する契約が議会
で承認されました。

契約方法　随意契約（※ 3）
契約金額　4233万 750円
契 約 先　リコージャパン株式会社　埼玉支社　公共文教営業部

≪電子黒板≫
テクノホライゾン株式会社　エルモカンパニー　xSync�Board（バイシンクボード）
75インチ　昇降機能付きスタンド　64台
≪書画カメラ≫
テクノホライゾン株式会社　エルモカンパニー　MX-P3　1300万画素　101台

三芳町税条例の一部改正 こども医療費の支払い方法の改正
【株式等の配当所得等の課税方式の改正】
　上場株式等の配当所得等について、所
得税と個人住民税について異なる課税方
式を選択することができなくなり、所得
税と個人住民税の課税方式を一致させる
ことになりました。
（令和 6年 1月 1日から）

【住宅ローン控除の控除残額の上限変更】
　住宅ローン控除額については、所得税
から控除しきれない金額を翌年の個人住
民税からも差し引くことができますが、
令和 4年の居住年から課税所得金額等の
7%（最高 136,500 円）から 5%（最高
97,500 円）へ上限が変更となります。
（令和 5年 1月 1日から）

【窓口支払無しが２市１町から県内全域へ】
　現在中学生までのこども医療費は、三芳町・富
士見市・ふじみ野市以外の医療機関では一度窓口
で支払っていただく必要がありましたが、改正に
伴い県内全域の医療機関で 21000 円未満は窓口
支払が必要なくなります。※受給者証と保険証の
提示が必要です。
（令和４年 10月 1日から）

【ひとり親家庭等の医療費の自己負担分が撤廃へ】
　ひとり親家庭の医療費は１人ごと同一月に
1000 円（１つの医療機関につき）、入院の場合
は１日当たり 1200 円の自己負担がありますが、
改正に伴い町が負担することになり、自己負担額
が無くなります。
（令和５年１月１日から）

イラスト：文部科学省HPより

問

書
画
カ
メ
ラ
の
購
入
理
由
は
。

答

リ
モ
ー
ト
授
業
時
は
教
師
が

使
用
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の
カ
メ

ラ
で
黒
板
を
写
し
て
い
た
が
、
画

質
が
荒
く
、
よ
く
見
え
な
い
と
の

声
も
あ
っ
た
。
書
画
カ
メ
ラ
を
利

用
す
れ
ば
、
リ
モ
ー
ト
時
の
画
質

も
良
く
な
る
。

問

小
学
校
低
学
年
に
電
子
黒
板

を
導
入
し
な
い
理
由
は
。

答

低
学
年
時
に
は
具
体
物
を
基

に
考
え
る
授
業
が
重
要
で
あ
り
、

低
学
年
時
に
は
ま
だ
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C
の
扱
い
に
も
慣
れ
て
い
な
い

こ
と
や
、
発
達
段
階
も
考
慮
し
小

学
校
4
年
生
以
上
の
ク
ラ
ス
に
導

入
と
し
た
。

問

期
待
す
る
効
果
は
。

答

電
子
黒
板
は
画
面
に
提
示
し

た
デ
ー
タ
に
直
接
書
き
込
み
し
た

り
、
写
真
や
グ
ラ
フ
を
よ
り
鮮
明

に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
視
線
を
集
め
集
中
力
が

増
す
効
果
が
あ
る
。
ま
た
、
分
割

表
示
で
複
数
の
児
童
生
徒
の
意
見

や
作
品
を
表
示
し
、
全
員
で
協
議

す
る
こ
と
で
「
主
体
的
対
話
的
で

深
い
学
び
」
が
期
待
で
き
る
。
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子どもの幸せと参画の取り組みを内藤美佐子
ないとう  み    さ    こ

公明党 動 画

問

家
庭
教
育
や
青
少
年
健
全

育
成
を
推
進
す
る
「
三
芳
町
家

庭
教
育
宣
言
」
の
周
知
は
。

答

社
会
教
育
課　
全
文
や
趣

旨
、
項
目
等
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
で
広
く
周
知
す
る
。

問

国
連
採
択
「
子
ど
も
の
権

利
条
約
」
の
精
神
に
基
づ
く
町

条
例
の
制
定
は
。

答

町
長　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

レ
ガ
シ
ー
と
し
て
友
好
国
オ
ラ

ン
ダ
に
学
び
、
ま
た
、
条
例
を

制
定
し
て
い
る
先
進
地
を
参
考

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

生
徒
参
画
に
よ
る
校
則
の

見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
各
学
校
で

は
年
度
当
初
等
に
代
表
委
員
会

や
生
徒
総
会
で
の
子
供
た
ち
の

意
見
も
尊
重
し
決
定
し
て
い
る
。

問

校
則
や
生
徒
指
導
の
在
り

方
見
直
し
の
指
針
と
な
る
町
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は
。

答

学
校
教
育
課　
先
進
地
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
他
自

治
体
と
情
報
交
換
し
検
討
す
る
。

ト
イ
レ
は
使
い
や
す
く

問

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
対
策
に
、
男
性

ト
イ
レ
に
個
室
を
増
や
し
て
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

面
積
を
考
え
る
と
個
室
増
は
難

し
い
が
、
各
小
便
器
の
間
に
つ

い
た
て
の
設
置
等
を
考
え
る
。

問

男
性
ト
イ
レ
個
室
に
も
尿

漏
れ
パ
ッ
ド
汚
物
入
れ
の
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

衛
生
面
を
考
慮
し
、
他
自
治
体

を
参
考
に
設
置
を
検
討
す
る
。

問

今
後
の
ト
イ
レ
改
修
や
新

設
に
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
等
が
利

用
し
や
す
い
前
広
便
座
採
用
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
　

今
年
度
開
始
す
る
庁
舎
ト
イ
レ

改
修
に
合
わ
せ
調
査
研
究
す
る
。

問

災
害
時
用
の
移
動
設
置
型

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
は
。

答

自
治
安
心
課　
牽
引
車
両

の
必
要
性
や
価
格
の
面
で
高
額

で
あ
り
、
現
在
導
入
は
厳
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

①
公
園
や
子
供
広
場
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置

②
犯
罪
抑
止
に
街
頭
等
へ
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

共生社会を築くために！！
動 画公明党

桃 園 典 子
もも  ぞの  のり   こ

障
が
い
児
支
援
の
充
実
を

問

継
続
的
な
支
援
と
連
携
強

化
の
た
め
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相

談
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
は
。

答

福
祉
課　
機
能
的
な
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
体
制
を
ど
う
実
現
さ

せ
る
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

み
ど
り
学
園
に
在
席
し
て

い
た
園
児
が
就
学
後
も
継
続
し

て
言
語
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
環
境
整
備
を
し
て
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
要
望
が

あ
れ
ば
相
談
の
上
、
よ
り
良
い

支
援
に
繋
い
で
い
き
た
い
。

問

発
育
発
達
外
来
相
談
を
広

報
の
無
料
相
談
の
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
活
用
へ
の
周
知
を
し
て
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
提
案
も

視
野
に
入
れ
て
検
討
し
た
い
。

問

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

が
増
加
傾
向
に
あ
る
な
か
支
援

員
配
置
の
拡
充
を
検
討
し
て
は
。

答

教
育
長　
介
助
や
支
援
の

不
足
状
況
が
あ
れ
ば
配
置
の
拡

充
も
視
野
に
検
討
し
て
い
く
。

共
生
社
会
の
構
築
に
向
け

た
認
知
症
施
策
に
つ
い
て

問

認
知
症
の
相
談
件
数
は
。

答

健
康
増
進
課　
令
和
３
年

度
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
83

件
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
６
件
。

問

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
利
活

用
と
サ
ポ
ー
タ
ー
拡
大
の
た
め

開
催
場
所
を
増
や
し
て
は
。

答

健
康
増
進
課　
認
知
症
カ

フ
ェ
で
の
交
流
が
サ
ポ
ー
タ
ー

数
の
拡
大
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

委
託
先
の
４
ヶ
所
と
連
携
し
な

が
ら
事
業
計
画
を
検
討
し
た
い
。

問

高
齢
者
の
利
用
が
多
い
小

売
店
等
に
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
紹

介
の
掲
示
を
呼
び
か
け
て
は
。

答

健
康
増
進
課　
小
売
店
等

に
は
今
後
進
め
て
い
き
た
い
。

問

兵
庫
県
明
石
市
で
は
広
報

紙
で
認
知
症
特
集
を
組
み
認
知

症
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
掲
載
と

検
査
費
用
の
助
成
も
実
施
し
て

い
る
。
当
町
で
も
検
討
し
て
は
。

答

町
長　
広
報
で
認
知
症
に

関
す
る
特
集
を
組
ん
で
い
け
た

ら
と
思
う
。
助
成
金
に
つ
い
て

は
重
要
課
題
と
し
て
検
討
す
る
。
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ゴミの減量化について
動 画

問

庁
舎
で
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

は
進
ん
で
い
る
か
。

答

財
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
　

庁
舎
内
の
回
覧
や
会
議
の
資
料

等
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
可
能
な
限
り
紙
資
料
は

な
く
し
て
い
る
。

問

燃
や
す
ゴ
ミ
及
び
粗
大
ゴ

ミ
の
ゴ
ミ
処
理
単
価
は
。

答

環
境
課　
燃
や
す
ゴ
ミ
は

焼
却
灰
の
処
理
費
用
、
粗
大
ゴ

ミ
は
粉
砕
費
用
及
び
燃
え
な
い

ゴ
ミ
の
運
搬
と
埋
め
立
て
費
用

で
、
業
者
と
随
意
契
約
し
て
い

る
。
ふ
じ
み
野
市
と
の
負
担
割

合
は
80
％
が
ゴ
ミ
量
割
、
20
％

が
均
等
割
と
な
っ
て
い
る
。

問

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
は
ど
の

様
に
取
り
組
む
の
か
。

答

環
境
課　
ゴ
ミ
の
減
量
に

は
全
町
一
体
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

ゴ
ミ
の
分
別
は
必
要
だ
が
、

減
量
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
ど

の
様
に
取
り
組
む
の
か
。

答

環
境
課
長　
令
和
４
年
度

に
第
３
期
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
を
策
定
し
、
具
体
的
な

ゴ
ミ
の
減
量
計
画
も
盛
り
込
む
。

問

環
境
セ
ン
タ
ー
の
運
営
及

び
施
設
維
持
管
理
費
の
ふ
じ
み

野
市
と
の
負
担
割
合
は
。

答

環
境
課　
経
費
の
20
％
を

均
等
割
、
80
％
を
ゴ
ミ
量
割
り

と
し
て
算
出
し
て
い
る
。

問

ゴ
ミ
の
排
出
量
は
直
接
処

理
だ
け
で
は
な
く
運
営
費
に
も

影
響
す
る
。
こ
の
情
報
を
住
民

に
知
ら
せ
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
進

め
る
べ
き
で
は
。

答

環
境
課　
よ
り
実
行
的
な

方
法
を
練
り
上
げ
取
り
組
ん
で

ゆ
く
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
に
つ
い
て

問

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
対
象
は
。

答

環
境
課　
明
確
な
定
義
は

な
い
。
今
後
具
体
的
な
計
画
を

策
定
し
定
め
た
い
。

問

具
体
的
な
５
年
ご
と
の
実

行
計
画
を
定
め
る
必
要
は
。

答

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
区
域
施
策
編
）
に
及
ぶ
実

行
計
画
を
定
め
る
。

上富地域の生活環境改善を望む
動 画

問

町
道
幹
線
10
号
線
と
12
号

線
に
ご
み
の
不
法
投
棄
が
目
立

つ
が
、
町
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答

環
境
課　
両
幹
線
沿
い
の

一
部
の
公
道
上
、
私
有
地
内
に

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
が
散
乱

し
て
お
り
、
憂
慮
し
て
い
る
。

問

今
後
の
対
策
は
。

答

環
境
課　
公
道
上
の
ご
み

は
速
や
か
に
撤
去
す
る
よ
う
努

め
て
お
り
、
今
後
は
パ
ト
ロ
ー

ル
も
強
化
す
る
。
私
有
地
に
投

棄
さ
れ
た
ご
み
の
撤
去
に
は
、

撤
去
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

問

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
被
害

が
続
く
が
、
過
去
の
捕
獲
数
は
。

答

環
境
課　
令
和
元
年
３
頭
、

２
年
は
６
頭
、
３
年
は
13
頭
の

合
計
22
頭
を
捕
獲
し
た
。

問

今
後
の
対
策
は
。

答

環
境
課　
農
作
物
や
家
屋

へ
の
被
害
も
出
て
い
る
の
で
、

箱
罠
の
買
い
増
し
を
行
っ
た
。

問

上
富
第
３
区
集
会
所
の
屋

根
に
覆
い
被
さ
る
竹
の
対
策
は
。

答

自
治
安
心
課　
隣
地
竹
林

所
有
者
に
面
会
し
、
竹
の
浸
食

に
よ
る
雨
水
被
害
も
伝
え
、
伐

採
の
お
願
い
を
し
た
。
す
ぐ
に

対
応
で
き
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
も
上
富
第
３
区
と
協
力
し

て
伐
採
を
お
願
い
し
て
い
く
。

問

歴
史
資
料
館
予
定
地
の
県

有
地
を
、
利
用
で
き
な
い
の
か
。

答

文
化
財
保
護
課　
世
界
農

業
遺
産
の
拠
点
と
し
て
利
用
で

き
な
い
か
県
に
要
望
し
て
い
る
。

問

以
前
調
査
さ
れ
た
不
発
弾

は
無
か
っ
た
、
と
い
う
結
果
か
。

答

自
治
安
心
課　
そ
の
通
り
。

問

調
査
に
か
か
っ
た
費
用
は
。

答

自
治
安
心
課　
８
４
２
万

４
千
円
。
そ
の
う
ち
国
か
ら
の

交
付
金
は
２
１
０
万
６
千
円
。

問

当
時
の
記
録
か
ら
も
上
富

地
域
内
に
は
不
発
弾
が
残
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
今
後

住
民
に
聞
き
取
り
調
査
な
ど
は

し
な
い
の
か
。

答

自
治
安
心
課　
確
か
な
証

言
や
裏
付
け
、
資
料
が
な
け
れ

ば
実
施
で
き
な
い
。
現
在
そ
の

よ
う
な
証
言
は
な
い
の
で
聞
き

取
り
調
査
を
す
る
予
定
は
な
い
。

落 合 信 夫
おち  あい   のぶ   お

輝

山 口 正 史
やま  ぐち  まさ  ふみ

三芳みらい
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事故を誘発する整備は許さない！
動 画

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

輝

問

公
園
、
広
場
に
大
型
の
設

置
時
計
の
設
置
は
出
来
な
い
か
。

答

都
市
計
画
課　
公
園
の
利

用
状
況
や
面
積
を
調
査
し
、
設

置
の
判
断
を
検
討
し
た
い
。

問

ド
ッ
グ
ラ
ン
に
つ
い
て
建

設
完
成
後
の
運
営
、
規
約
等
は
。

答

都
市
計
画
課　
運
営
、
管

理
は
町
直
営
で
行
う
。
規
約
は

他
市
町
の
規
約
を
参
考
に
作
成
。

問

供
用
開
始
時
期
を
含
め
た
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

都
市
計
画
課　
秋
頃
の
開

園
を
予
定
し
て
い
る
。

問

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
の
実

施
設
計
が
既
に
完
了
し
、
今
定

例
会
で
工
事
費
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
が
町
が
考
え
る
施
設
と
は
。

答

都
市
計
画
課　
自
然
を
活

か
し
木
製
の
遊
具
を
６
基
設
置
。

問

町
が
進
め
て
き
た
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
の
解
除
だ
が
、
幹
線

５
号
線
、
幹
線
17
号
線
の
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
含
め
た
規
制

は
。答

自
治
安
心
課　
警
察
と
協

議
の
結
果
、
当
面
解
除
は
未
定
。　

問

幹
線
５
号
線
で
の
整
備
で
、

T
字
路
部
分
の
電
柱
を
２
度
に

渡
り
移
設
し
た
が
１
度
で
現
位

置
に
移
動
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

答

道
路
交
通
課　
通
行
車
へ

の
影
響
を
想
定
出
来
な
か
っ
た
。

今
後
は
慎
重
に
移
設
し
た
い
。

問

幹
線
５
号
線
T
字
路
周
辺

に
立
て
ら
れ
た
矢
印
板
だ
が
擦

れ
違
い
の
際
に
、
接
触
し
た
痕

跡
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
ま
た

自
転
車
や
歩
行
者
へ
の
視
認
性

も
悪
く
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う

な
矢
印
板
を
設
置
し
た
理
由
は
。

答

道
路
交
通
課　
高
輝
度
矢

印
版
設
置
後
、
一
定
の
効
果
が

得
ら
れ
た
と
思
う
。
視
界
不
良

に
な
る
判
断
は
し
て
い
な
い
が
、

矢
印
版
と
の
接
触
に
つ
い
て
は

現
地
調
査
し
対
策
を
考
え
た

い
。　

問

幹
線
17
号
線
に
設
置
し
た

黄
色
い
鉄
ポ
ー
ル
が
起
因
す
る

事
故
が
設
置
後
３
カ
月
程
度
で

既
に
通
行
止
め
に
ま
で
及
ぶ
事

故
を
含
め
数
件
起
き
て
い
る
が

現
状
を
把
握
出
来
て
い
る
の
か
。

答

道
路
交
通
課　
人
身
事
故

防
止
優
先
で
考
え
て
い
る
。
移

設
や
撤
去
等
は
考
え
て
い
な
い
。

読書離れの課題にどう取り組むか
動 画

細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

問

当
町
は
人
口
一
人
あ
た
り

の
「
貸
出
し
冊
数
」
が
20
年
連

続
県
内
１
位
と
な
っ
て
い
る
が
、

ど
の
様
な
背
景
が
あ
る
か
。

答

図
書
館
長　
多
く
の
住
民

が
集
中
す
る
藤
久
保
地
域
に
あ

る
と
言
う
立
地
条
件
の
利
点
や

子
供
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
と

し
た
読
書
へ
の
関
心
を
高
め
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
が
要
因
。

問

大
き
な
課
題「
読
書
離
れ
」

に
ど
う
取
組
ん
で
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
児
童
生
徒

に
対
し
て
は
、
教
材
に
関
連
し

た
作
者
の
紹
介
、
教
育
活
動
全

体
の
取
組
み
や
図
書
室
掲
示
の

工
夫
、
環
境
整
備
、
図
書
館
と

の
連
携
、
読
み
聞
か
せ
、
教
員

対
象
の
研
修
を
充
実
す
る
。

答

図
書
館　
町
民
一
人
当
た

り
の
「
貸
出
冊
数
」
は
コ
ロ
ナ

前
の
平
成
15
年
「
18
冊
」
に
対

し
て
令
和
元
年
「
11
冊
」
と
大

幅
に
減
少
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
季
節
の
行
事
や
町
の

イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
関
連
す
る

図
書
の
紹
介
、
展
示
を
行
っ
た

り
、
本
年
4
月
か
ら
は
「
よ
み

愛
レ
タ
ー
」
を
発
行
し
て
い
る
。

来
館
し
な
い
方
に
対
し
て
は
、

広
報
誌
に
よ
る
周
知
、
図
書
館

独
自
の
ℍ
P
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
も
立
ち
上
げ

て
い
る
。

部
活
動
改
革
に
つ
い
て

問

部
活
動
改
革
を
進
め
る
上

で
の
課
題
は
。

答

学
校
教
育
課　
「
部
活
動

に
関
す
る
方
針
」
に
基
づ
き
休

養
日
を
設
定
し
て
い
る
。
教
員

の
更
な
る
負
担
軽
減
を
図
る
為
、

部
活
を
担
う
人
材
や
、
指
導
者

の
確
保
及
び
、
保
護
者
の
理
解

促
進
が
課
題
。

問

令
和
５
年
度
以
降
の
段
階

的
な
地
域
移
行
の
進
め
方
は
。

答

学
校
教
育
課　
文
科
省
か

ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
参
考
に

検
討
中
。
本
年
度
は
、
各
学
校

に
お
け
る
部
活
動
の
状
況
や
顧

問
の
意
見
や
考
え
方
の
実
態
を

把
握
し
て
い
き
、
国
や
県
の
動

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
段
階
的
に

移
行
し
て
い
く
。

事故を誘発！？黄事故を誘発！？黄
色い鉄製ポール色い鉄製ポール
設置により物損設置により物損
事故多発 ！  事故多発 ！  

整備したことに整備したことに
より人や車両のより人や車両の
視認性が悪化 ！視認性が悪化 ！

102022 年 8月１日　議会だより　みよし　No.185



飼い犬に関わる諸課題について
動 画

林　 善 美
はやし         よし     み

三芳みらい

問

販
売
さ
れ
る
犬
に
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
が
義
務
と

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
と
変
わ
る

こ
と
は
。

答

環
境
課
　
窓
口
事
務
に
つ

い
て
は
特
に
変
わ
ら
な
い
。

問

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
番
号
で

管
理
で
き
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
化
を
検
討
し
て
は
。

答

環
境
課
　
手
数
料
収
納
等

の
課
題
が
あ
る
。
県
内
で
も
２

団
体
の
み
で
あ
る
が
、
前
向
き

に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問

多
頭
飼
育
崩
壊
や
飼
育
放

棄
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答

環
境
課
　
対
応
す
べ
き
課

題
が
多
岐
に
及
ぶ
場
合
に
は
、

関
係
各
課
や
警
察
や
自
治
会
等

と
連
携
を
図
る
。

問

不
妊
・
去
勢
手
術
に
対
す

る
費
用
助
成
を
行
っ
て
は
。

答

環
境
課
　
現
時
点
で
予
定

は
な
い
。

不
登
校
対
策
・
ウ
ィ
ス
ク

検
査
に
つ
い
て

問

不
登
校
児
童
生
徒
の
い
る

家
庭
へ
の
支
援
は
。

答

学
校
教
育
課
　
教
育
相
談

室
等
で
の
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

問

必
要
と
考
え
る
支
援
は
。

答

学
校
教
育
課　
抱
え
て
い

る
悩
み
軽
減
の
た
め
に
、
不
登

校
経
験
者
か
ら
の
話
を
聞
く
機

会
を
設
け
る
等
の
支
援
が
必
要
。

問

不
登
校
保
護
者
向
け
の
保

護
者
会
の
開
催
を
検
討
し
て
は
。

答

学
校
教
育
課　
保
護
者
か

ら
の
要
望
に
応
じ
て
開
催
を
検

討
す
る
。

問

ウ
ィ
ス
ク
検
査
の
周
知
は
。

答

学
校
教
育
課　
一
律
に
周

知
は
行
っ
て
い
な
い
。

問

検
査
の
希
望
者
が
い
る
場

合
の
対
応
は
。

答

学
校
教
育
課　
か
か
り
つ

け
医
へ
相
談
し
て
も
ら
っ
た
り
、

検
査
の
で
き
る
病
院
を
紹
介
し

て
い
る
。

問

当
町
に
お
い
て
検
査
体
制

を
整
え
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
は
認
識
し
て
い
る
。
現

段
階
で
は
体
制
が
整
っ
て
い
な

い
が
実
施
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

脱炭素に必要な実行計画は今後に
動 画

菊 地 浩 二
きく    ち    こう    じ

輝

　
三
芳
町
は
令
和
4
年
3
月
脱

炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
べ

く
「
三
芳
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
」
を
し
た
。
こ
の
宣

言
に
よ
り
２
０
５
０
年
に
向
け

て
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
決

ま
っ
た
が
、
脱
炭
素
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
今
後
の
三
芳
町

の
取
組
み
を
伺
う
。

問

宣
言
文
に
は
「
目
指
す
こ

と
を
宣
言
」
と
あ
る
が
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
達

成
で
き
る
か
。

答

町
長　
目
指
す
こ
と
が
目

的
で
は
な
く
達
成
す
る
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。
町
の
決
意
の
宣

言
だ
。
い
か
に
達
成
で
き
る
か

に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問

実
行
の
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
の

モ
デ
ル
と
な
る
脱
炭
素
先
行
地

域
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答

町
長　
こ
れ
か
ら
実
効
的

な
計
画
を
作
っ
て
い
く
の
で
、

こ
の
脱
炭
素
先
行
地
域
を
参
考

に
し
て
い
き
た
い
。

問

町
が
自
ら
こ
の
先
行
地
域

に
手
を
挙
げ
る
の
は
ど
う
か
。

答

町
長　
三
芳
町
で
も
可
能

で
あ
れ
ば
検
討
す
る
こ
と
も
あ

り
え
る
。

問

こ
の
宣
言
に
即
し
た
実
行

計
画
は
い
つ
頃
完
成
す
る
か
。

答

環
境
課　
令
和
5
年
度
中

に
検
討
を
は
じ
め
、
同
年
中
の

策
定
を
想
定
し
て
い
る
。

問

省
エ
ネ
に
は
建
物
の
断
熱

化
が
重
要
だ
が
、
ど
の
よ
う
に

断
熱
化
を
進
め
て
い
く
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

現
在
本
庁
舎
を
含
め
個
々
の
施

設
で
ど
の
よ
う
に
断
熱
化
を
進

め
る
か
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

今
後
実
行
計
画
策
定
の
際
に
全

町
的
に
建
物
の
断
熱
化
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
で

は
地
域
の
活
性
化
に
も
繋
げ
て

い
る
。
三
芳
町
は
ど
う
か
。

答

環
境
課　
こ
の
事
業
の
可

否
は
地
域
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
鍵
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
抜

本
的
な
計
画
を
策
定
す
る
中
で

検
討
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

マイクロチップは小さな名札ですマイクロチップは小さな名札です
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問

コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
て
、
町

民
の
健
康
状
態
の
変
化
は
。

答

健
康
増
進
課　
生
活
習
慣

病
の
リ
ス
ク
増
加
、
フ
レ
イ
ル

状
態
の
悪
化
が
考
え
ら
れ
る
。

問

コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
て
、
町

民
の
健
康
診
断
の
受
診
率
は
。

答

住
民
課　
国
保
加
入
者
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

で
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

問

県
の
支
援
を
受
け
て
行
っ

た
健
康
長
寿
事
業
の
成
果
は
。

答

健
康
増
進
課　
医
療
費
抑

制
等
様
々
な
効
果
が
あ
っ
た
。

特
に
２
０
０
０
名
を
超
え
る
町

民
の
参
加
が
大
き
な
成
果
と
考

え
て
い
る
。

問

事
業
の
継
続
は
。

答

健
康
増
進
課　
筋
力
ア
ッ

プ
講
座
や
体
力
測
定
講
座
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
を
実
施
し

て
い
る
。

問

「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
の

活
用
状
況
は
。

答

健
康
増
進
課　
令
和
４
年

３
月
31
日
時
点
で
登
録
者
は
３

９
４
名
で
あ
る
。

問

歩
く
こ
と
を
推
進
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
は
。

答

健
康
増
進
課　
「
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
」
を
根
幹
に
歩
く
こ

と
を
推
奨
し
て
い
き
た
い
。

問

食
育
（
健
康
長
寿
）
に
関

す
る
事
業
の
実
施
状
況
は
。

答

健
康
増
進
課　
こ
れ
ま
で

「
人
気
の
あ
る
学
校
給
食
を
作

ろ
う
講
座
」
等
を
行
っ
て
き
た

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止

と
な
っ
て
い
る
。

問

が
ん
検
診
と
み
よ
し
野
菜

の
摂
取
促
進
を
連
携
さ
せ
た
イ

ベ
ン
ト
を
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答

健
康
増
進
課　
総
合
的
な

疾
病
予
防
の
た
め
に
も
今
後
も

野
菜
を
摂
る
食
生
活
を
推
奨
し

て
い
き
た
い
。

問

町
民
の
健
康
は
（
仮
称
）

み
よ
し
フ
ォ
レ
ス
ト
・
シ
テ
ィ

構
想
と
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

「
健
康
」
と
い
う
視
点
も
盛
り

込
ん
で
は
ど
う
か
。

答

町
長　
町
民
の
健
康
は
非

常
に
重
要
で
あ
り
、（
仮
称
）

み
よ
し
フ
ォ
レ
ス
ト
・
シ
テ
ィ

構
想
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

町民の健康づくりについて
動 画

井 田 和 宏
  い      だ     かず  ひろ

三芳みらい

テニスコート改修工事とその後
動 画

細 谷 光 弘
ほそ    や    みつ  ひろ

三芳みらい

問

運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

が
コ
ー
ト
不
良
等
に
よ
り
利
用

不
可
と
な
っ
た
年
間
割
合
は
。

答

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

年
間
43
％
が
利
用
不
可
だ
っ
た
。

問

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
年
間
利

用
率
は
（
平
日
・
休
日
）。

答

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

昨
年
度
運
動
公
園
は
平
日
約

38
％
休
日
97
％
、
竹
間
沢
平
日

29
％
休
日
91
％
と
な
っ
て
い
る
。

問

今
回
の
人
工
芝
改
修
工
事

に
よ
り
少
し
の
雨
で
も
使
え
、

利
用
可
能
枠
が
増
え
る
こ
と
や
、

竹
間
沢
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
年
間

利
用
収
入
と
土
地
借
上
料
約
５

０
０
万
円
な
ど
考
慮
し
て
い
く

と
、
ふ
じ
み
野
市
と
同
じ
10
面

の
コ
ー
ト
を
人
口
が
３
分
の
１

の
三
芳
町
で
今
後
も
維
持
し
て

い
く
の
か
竹
間
沢
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
将
来
の
方
針
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
。

答

町
長　
今
後
、
地
権
者
や

指
定
管
理
者
と
の
協
議
や
、
利

用
し
て
い
る
方
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
等
、
提
案
頂
い
た
こ
と

を
考
え
て
行
き
た
い
。

野
積
み
規
制
条
例
に
つ
い

て
（
金
属
ヤ
ー
ド
等
）

問

令
和
３
年
９
月
定
例
会
で

町
長
は
「
町
独
自
の
条
例
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し

た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

答

環
境
課　
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
な

ど
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

問

最
近
千
葉
市
で
も
「
千
葉

市
再
生
資
源
の
野
外
保
管
に
関

す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、

町
独
自
の
条
例
は
、
ど
う
い
っ

た
も
の
を
い
つ
策
定
す
る
つ
も

り
な
の
か
。

答

町
長　
行
政
と
し
て
は
、　

明
確
な
事
実
や
根
拠
が
無
い
と

業
者
へ
の
対
応
が
難
し
い
。
業

者
の
権
利
を
過
度
に
規
制
は
出

来
な
い
。
千
葉
市
の
条
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
フ
ォ
レ
ス
ト

シ
テ
ィ
構
想
を
制
定
し
て
い
く

中
で
考
え
て
行
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

高
齢
者
等
の
緊
急
時
の
連
絡
に

つ
い
て

町内の金属ヤード町内の金属ヤード

利用不可日？のテニスコート利用不可日？のテニスコート
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藤久保地域拠点施設の問題点
動 画

吉村美津子
よしむら  み    つ    こ

日本共産党

問

藤
久
保
学
童
保
育
室
は
、

校
舎
の
中
に
造
っ
て
い
く
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

そ
の
通
り
で
、
校
舎
内
に
造
る
。

問

藤
久
保
学
童
保
育
室
は
、

今
ま
で
通
り
の
職
員
体
制
で
運

営
す
る
と
捉
え
て
良
い
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

今
ま
で
通
り
に
、
直
営
で
行
う
。

修
繕
計
画
は
職
員
で

問

今
ま
で
職
員
が
修
繕
計
画

を
立
て
て
い
た
。
今
度
は
、
民

間
事
業
者
が
作
成
す
る
。
町
内

業
者
へ
の
発
注
が
減
る
の
で
は
。

住
民
の
税
金
で
建
て
た
「
公
の

施
設
」
に
対
す
る
町
の
管
理
・

運
営
の
責
任
が
後
退
す
る
。
修

繕
費
用
が
適
正
か
否
か
判
断
で

き
な
く
な
る
の
で
は
な
ど
を
心

配
す
る
が
ど
う
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

心
配
が
無
い
よ
う
に
町
が
見
て

い
く
。

施
設
の
備
品
等
は
無
料
で

問

要
求
水
準
書
に
は
、
民
間

事
業
者
は
諸
室
や
備
品
の
貸
し

出
し
管
理
・
予
約
管
理
を
行
う

こ
と
と
あ
る
。
現
在
、
利
用
者

は
施
設
の
備
品
等
無
料
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
無
料
で
使
え
る
と
捉

え
て
良
い
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

町
で
決
め
る
こ
と
な
の
で
、
今

後
も
今
ま
で
通
り
無
料
で
使
用

で
き
る
。

　
民
間
事
業
者
の
自
主
事
業

は
問
題

問

住
民
の
税
金
で
造
っ
た

「
公
の
施
設
」
の
学
校
や
公
民

館
な
ど
の
施
設
を
使
っ
て
、
民

間
事
業
者
は
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

等
の
事
業
を
行
う
。
事
業
で
利

益
を
上
げ
る
。
公
民
館
は
民
主

主
義
を
重
ん
じ
る
施
設
で
あ
り

貸
し
館
と
は
違
う
。
学
校
も
教

育
施
設
で
あ
る
。「
公
の
施
設
」

で
民
間
事
業
者
が
利
益
を
上
げ

る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
や
め
る
べ
き

だ
。
民
間
事
業
者
の
利
益
を
議

会
へ
公
表
す
べ
き
で
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

公
表
の
方
向
で
考
え
る
。

子どもたちを守る取り組みを本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党 動 画

問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
把
握

で
き
て
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
児
童
・
生

徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実
態

把
握
を
検
討
し
て
い
る
。

問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支

援
が
で
き
て
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
関
係
機
関
、

各
課
連
携
を
強
め
て
い
く
。

問

子
ど
も
の
権
利
条
約
が
学

校
で
活
か
さ
れ
て
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
子
ど
も
で

あ
っ
て
も
国
籍
が
違
っ
て
も
平

等
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
権
利
に

つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

問

子
ど
も
の
権
利
条
例
を
制

定
し
て
は
。

答

教
育
長
　
子
ど
も
の
権
利

を
尊
重
す
る
と
共
に
条
例
に
つ

い
て
も
検
討
を
視
野
に
入
れ
て

い
き
た
い
。

町
内
公
共
交
通
に
つ
い
て

問

公
共
交
通
の
富
士
見
市
と

の
協
議
は
。

答

政
策
推
進
室　
引
き
続
き

連
携
を
密
に
し
て
い
き
た
い
。

問

ラ
イ
フ
バ
ス
７
番
線
代
替

案
の
検
討
状
況
は
。

答

政
策
推
進
室　
協
議
を
始

め
て
い
る
。
再
編
対
象
地
域
に

公
共
交
通
利
用
状
況
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
。

住
民
監
視
の
恐
れ
あ
る
土

地
利
用
規
制
法

問

基
地
な
ど
周
辺
の
土
地
取

引
の
規
制
や
土
地
所
有
者
を
調

査
す
る
同
法
が
９
月
か
ら
施
行

の
予
定
だ
が
、「
重
要
施
設
」

と
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
施
設

が
町
内
或
い
は
近
隣
に
あ
る
か
。

答

総
務
課　
国
か
ら
ま
だ
具

体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

問

ふ
じ
み
野
市
に
あ
る
自
衛

隊
大
井
通
信
所
は
間
違
い
な
く

「
重
要
施
設
」
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
か
ら
半
径
１
㎞
の

「
注
視
区
域
」
に
本
町
も
一
部

入
る
が
担
当
課
の
認
識
は
。

答

総
務
課　
「
重
要
施
設
」

に
指
定
さ
れ
る
か
は
今
後
の
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

町
民
に
影
響
が
あ
る
よ
う
な
ら

周
知
等
図
っ
て
い
き
た
い
。

参加する権利参加する権利 守られる権利守られる権利

生きる権利生きる権利育つ権利育つ権利
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鉄柱設置が最善の交通安全対策か
動 画輝

鈴 木　 淳
すず     き            じゅん

問

現
在
策
定
中
の
立
地
適
正

化
計
画
は
、
市
街
化
区
域
の
限

定
し
た
区
域
に
居
住
を
誘
導
す

る
こ
と
で
、
町
の
持
続
的
な
発

展
を
さ
せ
る
こ
と
が
主
な
目
的

だ
が
、
市
街
化
調
整
区
域
の
生

活
基
盤
は
維
持
さ
れ
る
の
か
。

答

都
市
計
画
課　
上
位
計
画

に
即
し
、
各
地
域
の
地
域
拠
点

に
つ
い
て
も
身
近
な
生
活
施
設

や
公
共
公
益
機
能
の
維
持
・
集

約
に
努
め
て
い
く
。

問

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
で
、
藤
久
保
地
域
拠
点

施
設
整
備
等
事
業
に
国
の
補
助
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、
補

助
額
は
い
つ
確
定
す
る
の
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

令
和
５
年
度
末
に
国
か
ら
補
助

額
の
内
示
が
さ
れ
る
予
定
。

問

事
業
費
総
額
は
97
億
円
を

超
え
る
が
、
今
後
さ
ら
に
増
え

て
い
く
こ
と
も
あ
り
得
る
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

建
築
資
材
や
人
件
費
の
著
し
い

高
騰
や
、
地
下
埋
設
物
の
発
見

等
の
予
期
せ
ぬ
事
由
に
よ
る
増

額
は
あ
り
得
る
。

柔
軟
な
対
応
で
事
故
減
を

問

ア
ク
ロ
ス
プ
ラ
ザ
北
側
を

走
る
町
道
幹
線
17
号
線
に
今
年

２
月
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て

黄
色
の
鉄
柱
が
設
置
さ
れ
た
。

過
去
２
年
の
17
号
線
で
の
事
故

件
数
は
年
間
２
件
ず
つ
だ
が
、

鉄
柱
設
置
後
２
ヶ
月
で
３
件
の

物
損
事
故
が
起
き
て
い
る
。
住

民
か
ら
の
苦
情
を
よ
く
聞
く
が
、

こ
の
ま
ま
苦
情
が
続
く
の
で
あ

れ
ば
、
改
良
・
改
善
も
検
討
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

町
長　
17
号
線
は
南
側
に

し
か
歩
道
が
な
く
危
険
と
い
う

こ
と
で
今
回
の
鉄
柱
設
置
と

な
っ
た
。
事
故
の
原
因
は
前
方

不
注
意
や
確
認
不
足
が
原
因
で
、

万
が
一
そ
こ
に
通
行
者
が
い
た

ら
大
き
な
事
故
に
繋
が
っ
て
い

た
。
ど
う
い
っ
た
苦
情
が
あ
る

の
か
把
握
し
て
い
な
い
が
、
そ

う
い
っ
た
声
を
真
摯
に
聞
き
な

が
ら
今
後
は
考
え
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

①
町
の
農
業

②
公
金
の
振
込
に
つ
い
て

みんなが長く住み続けたい町に
動 画

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

問

藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
整

備
等
事
業
に
つ
い
て
の
住
民
説

明
会
が
令
和
４
年
５
月
18
日
、

21
日
に
行
わ
れ
た
。
住
民
か
ら

事
業
予
算
に
つ
い
て
、
詳
細
な

説
明
や
資
料
が
な
い
が
、
し
っ

か
り
し
た
説
明
が
必
要
だ
な
ど

の
意
見
や
質
問
が
あ
っ
た
が
今

後
の
対
応
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
　

プ
ラ
ン
が
定
ま
り
基
本
設
計
、

実
施
設
計
が
決
ま
っ
た
折
に
説

明
し
て
い
く
。

問

説
明
会
の
資
料
に
、
事
業

予
算
に
つ
い
て
対
象
施
設
整
備

費
の
50
％
程
度
の
補
助
率
と
あ

る
が
試
算
総
額
と
詳
細
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

都
市
構
造
再
編
集
中
支
援
事
業

の
内
容
で
は
多
く
の
施
設
が

50
％
補
助
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
総
額
は
、
26
憶
円
程
度
と

考
え
て
い
る
。

問

事
業
者
選
定
委
員
会
は
、

学
識
経
験
者
と
教
育
長
、
副
町

長
と
聞
い
て
い
る
が
、
施
設
を

利
用
す
る
団
体
の
代
表
な
ど
の

町
民
は
入
っ
て
い
な
い
の
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

多
角
的
な
見
方
と
専
門
性
を
必

要
と
す
る
こ
と
な
の
で
検
討
は

し
て
い
な
い
。

問

ど
ん
な
施
設
が
提
案
さ
れ

る
か
住
民
は
知
る
権
利
が
あ
る
。

第
二
保
育
所
の
選
定
委
員
会
の

時
の
よ
う
に
公
開
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
は
。

答

町
長　
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

と
相
談
し
て
、
ど
の
よ
う
に
情

報
提
供
で
き
る
か
考
え
て
い
く
。

問

以
前
の
調
査
時
に
優
位
性

が
あ
る
と
さ
れ
た
事
業
方
式
Ｄ

Ｂ
Ｏ
方
式
か
ら
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
に

変
更
さ
れ
た
要
因
は
。

答

町
長　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
変
わ
っ
た
こ
と
で
変
更
も
あ

り
、
全
体
を
見
て
判
断
し
た
。

高
齢
者
が
ず
っ
と
住
み
続

け
た
い
町
に

問

社
会
か
ら
見
え
な
い
高
齢

者
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

答

福
祉
課　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
、
民
生
委
員
、
地
区
社
協
等

と
連
携
し
て
把
握
し
て
い
く
。

折れ曲がってしまった鉄柱折れ曲がってしまった鉄柱
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議 会 活 動 日 誌
　８日　全員協議会
　　　　総務常任委員会
１３日　議会運営委員会
２０日　令和４年入間東部地区事務組合
　　　　議会第１回臨時会
２１日　厚生文教常任委員会
２７日　政策検討会議
２９日　議会広報広聴常任委員会

７月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　８日　議会広報広聴常任委員会
１２日　厚生文教常任委員会所管事務調査
１３日　議会運営委員会
　　　　政策検討会議
１９日　全員協議会
　　　　総務常任委員会
２８日～２９日　総務常任委員会所管事務調査

５月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　９日　厚生文教常任委員会
１１日　総務常任委員会
　　　　政策検討会議
１６日　議会運営委員会
１７日　全員協議会
２５日　議会運営委員会
２６日　議会広報広聴常任委員会
　　　　議会だよりモニター会議
２７日　政策検討会議

６月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　１日～１４日　令和４年第４回定例会
　１日　厚生文教常任委員会
　７日　議会運営委員会
　　　　議会広報広聴常任委員会

　
十
分
傍
聴
が
で
き
ま
し
た
。
す
ば
ら

し
い
質
問
に
対
し
て
の
答
え
が
か
え
っ

て
き
ま
し
た
。

　
質
問
者
共
に
勉
強
を
さ
れ
て
い
る
な

と
思
い
ま
し
た
。

　
町
民
に
ぜ
ひ
参
加
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
親
子
で
の
議
会
傍
聴
参
加
が
で
き

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
た
。

　
も
う
少
し
声
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
上
げ

て
下
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
一
般
質
問
は
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
質
問
者
が
用
意
し
た
写
真
に
つ
い

て
も
ネ
ッ
ト
経
由
で
見
ら
れ
る
と
具
体
的

で
わ
か
り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
議
員
さ
ん
の
質
問
内
容
が
よ
く
勉
強

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
他
県
の

例
な
ど
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
一
般
質
問
の
議
員
の
方
の
持
ち
時
間

を
あ
と
30
分
増
や
し
て
欲
し
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
質
問
、
答
弁
と
も
よ
く
聞
こ
え
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
。

　
も
う
少
し
ハ
ッ
キ
リ
と
大
き
く
話
し

て
く
だ
さ
い
。

　
質
問
等
よ
く
分
か
る
よ
う
に
正
面
に

モ
ニ
タ
ー
な
ど
あ
る
と
分
か
り
や
す
い

と
思
う
（
聴
覚
障
が
い
者
な
ど
へ
の
配

慮
）
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

他
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
。

傍聴席から
6 月定例会を傍聴された方から

ご意見・ご感想をいただきました。
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令和４年第３回臨時会　審議結果
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
細
田　
三
恵

林　
　
善
美

井
田　
和
宏

細
谷　
光
弘

山
口　
正
史

吉
村
美
津
子

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

小
松　
伸
介

内
藤
美
佐
子

桃
園　
典
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

菊
地　
浩
二

落
合　
信
夫

専決処分

専決処分の承認を求めることについて（三芳町税条例の一部を改正する条例）原案承認 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

専決処分の承認を求めることについて（三芳町都市計画税条例の一部を改正する条例）原案承認 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

補正予算

令和４年度三芳町一般会計補正予算（第１号） 原案可決 ○○○○○×××議
長○○○○○○

令和４年第４回定例会　審議結果 
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
細
田　
三
恵

林　
　
善
美

井
田　
和
宏

細
谷　
光
弘

山
口　
正
史

吉
村
美
津
子

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

小
松　
伸
介

内
藤
美
佐
子

桃
園　
典
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

菊
地　
浩
二

落
合　
信
夫

報告

令和３年度三芳町土地開発公社事業決算の報告について 報告のみ

令和４年度三芳町土地開発公社事業計画、予算及び資金計画の報告について 報告のみ

令和３年度三芳町一般会計継続費繰越計算書の報告について 報告のみ

令和３年度三芳町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 報告のみ

令和３年度三芳町水道事業会計予算繰越計算書の報告について 報告のみ

条例

三芳町税条例等の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町こども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

同意・その他

三芳町道路線の廃止について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町道路線の認定について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町監査委員の選任同意について 原案同意 ○○○○×○○○議
長○○○○○○

大型提示装置（電子黒板）等購入契約の締結について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

補正予算

令和４年度三芳町一般会計補正予算（第２号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和４年度三芳町一般会計補正予算（第３号） 原案可決 
(議長裁決) ○○○○○×××○○○××××

議案第 30 号令和４年度三芳町一般会計補正予算（第３号）に対する修正動議 否決 
(議長裁決) ×××××○○○×××○○○○

令和４年度三芳町水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

陳情・要望・意見書

陳情書（女性トイレの維持及びその安心安全の確保について） 配付のみ
国民の祝日「海の日」を７月 20 日に固定化する意見書の提出を求める陳情 配付のみ
沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意見書の提出を求める陳情 配付のみ
消費税率を５％に引き下げることを求める意見書について 否決 ×××××○○○議

長××××○×

同性婚の法制化へ向けた議論の促進を求める意見書について 否決 
(議長裁決) ×××××○○○×××○○○○

○賛成　×反対■ 議員の賛否公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。
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公表議員の

します
政務活動費

議席
番号 氏　名 交付額

支出額
差引残額

調査研究費 研修費 会議費 資料購入費 事務費 合計
1 久 保 健 二 60,000 0 0 0 0 60,000 60,000 0
2 鈴木　　淳 60,000 0 0 0 14,850 37,324 52,174 7,826
3 吉村美津子 60,000 0 0 0 7,719 43,431 51,150 8,850
5 小 松 伸 介 60,000 0 8,018 0 14,767 38,158 60,943 0
6 内藤美佐子 60,000 0 8,293 0 15,400 30,360 54,053 5,947
7 桃 園 典 子 60,000 0 15,982 0 15,400 30,007 61,389 0
8 細 田 三 恵 60,000 0 7,847 0 3,630 0 11,477 48,523
9 林　　善美 60,000 0 7,627 0 33,000 32,000 72,627 0
10 菊 地 浩 二 60,000 0 8,000 0 0 50,000 58,000 2,000
11 落 合 信 夫 60,000 0 0 0 0 0 0 60,000
12 増 田 磨 美 60,000 0 0 0 21,450 34,859 56,309 3,691
13 本名　　洋 60,000 0 31,000 0 1,419 4,640 37,059 22,941
14 井 田 和 宏 60,000 0 11,947 0 33,000 14,065 59,012 988
15 細 谷 光 弘 60,000 0 13,839 0 0 62,405 76,244 0
16 山 口 正 史 60,000 0 7,627 0 0 38,265 45,892 14,108
※調査研究費→��町の事務や行財政に関する調査研究に要する交通費や

宿泊費など
※研修費→��団体等が開催する研修会・講演会等への参加に要する会費

や交通費、宿泊費など

※資料購入費→��調査研究のために購入する図書や資料、新聞雑
誌購読料など

※事務費→��事務消耗品や通信費、事務機器・備品等購入費など

（単位：円）

三芳町では議員が町政の課題を把握し町に反映させ、住民福祉増進のた
め必要な活動を行うための経費として年間 6 万円（5000 円× 12 か月）
を交付しています

政務活動費ってなに？

令和３年度分

♦︎�各地の議会で政務活動費の使途や透明性が問題になりましたが、三芳町議会では領収書は 1円から添付を
義務付け、議会運営委員会で使途や無駄がないかなど入念にチェックし残金はすべて三芳町に返還します。

＊  他自治体に先駆け平成 23 年度から議員全員の使途状況をウエブサイトに公開しています�
� このQRコードか議会ホームページから詳しくご覧いただけます�
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議会だよりに出てきた用語の
説明です。用語集

随意契約とは、国や地方公共団体などが公共事業・備品調達・外注などに
おいて、競争入札によらずに任意で決定した相手と契約を締結すること。
今回の「大型提示装置（電子黒板）等購入契約の締結について」は、一般
競争入札として２回施行したが、応札者が規定数に満たなかったので、取り
やめとなり地方自治法施行令に基づき随意契約により仮契約となった。

※3
随意契約
（P7）

人口減少・高齢化が進む中、持続可能な集約型のまちづくりを進めるた
め、居住や福祉、医療、商業等の都市の生活を支える機能の立地、公共交通
の充実等に関して定める包括的な計画のこと。
三芳町においては、町全体が対象区域となり、市街化区域内に居住誘導区
域や都市機能誘導区域を設置することになるが、居住誘導区域外、都市機能
誘導区域外の地域でも従来の生活基盤は維持される。
居住や機能の誘導により、公共交通と連携した「コンパクト・プラス・
ネットワーク」のまちづくりを推進していくことになる。
また、立地適正化計画を策定することにより、新たな補助金の交付も見込
まれる。

※2
立地適正化計画

（P5）

表紙写真のご紹介
今号の表紙は燦燦と向日葵が咲
き誇る町内の畑と今年オープン
したせせらぎ水辺公園で遊ぶ子
どもたちの写真を組み合わせて
みました。
なかなか近場で出来ない水遊び
ができるということで、子ども
たちは大はしゃぎ。向日葵に負
けないくらい輝く笑顔が咲き
誇っていました。「夏休みは毎日
来たい」という声に応えられる
よう、８月 31 日までは平日も
10 時から 16 時まで毎日解放さ
れています。ぜひ皆さんも遊び
に来てください。

町から議会に提出された議案に対して、議員が修正の提議を行うもの。
※1

修正動議
（P4）
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コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ
収
ま
り
ま

せ
ん
が
、
地
域
の
催
し
物
が
感

染
防
止
対
策
を
取
っ
て
開
催
さ

れ
始
め
て
い
る
様
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

第
４
回
定
例
会
は
６
月
１
日
よ
り
当
初
予

定
の
14
日
間
を
も
っ
て
閉
会
致
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、
議
長
を
除
く
全
議

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
町
政
発
展
繁
栄

の
た
め
に
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般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
紙
面
で
も
ご
紹
介
し
た
よ
う
に

「
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
」と
し
て「
議

会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
第
一
回
目

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
こ
と
で
、
様
々

な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
読

み
や
す
く
、
身
近
な
住
民
参
加
の
「
議
会
だ

よ
り
」
を
目
指
し
て
、
ご
愛
読
頂
け
る
よ
う

委
員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

�

（
委
員　

細
田
）

※新型コロナウイルスの感染拡大状況により、開
催を延期または中止する場合があります。なお、
開催について変更があった場合は三芳町議会ウェ
ブサイトに掲載しますので、予めご承知おきいた
だきますようお願いします。

　三芳町のことについて、日ごろ感じている疑問
やご意見をぜひ私たちに聞かせてください。どな
たでも参加できますので、ぜひご来場ください。

議員とお話ししませんか？

ふれあい座談会（議会報告会）を開催します
開催日時・場所

 午前 10 時〜午前 11 時 30 分 藤久保小学校体育館
10 月 29 日（土） 午後 1 時 30 分〜午後 3 時 中央公民館
 午後 4 時〜午後 5 時 30 分 竹間沢公民館
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編集
後記

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

次の議会定例会は

開会の予定です
8 月 29 日（月）

議会の動画を
配信しています。

議会の動画をインターネット動画配信サイト
YouTube 上でご覧になることができます。
本号の記事中にある動画のＱＲコードを読み
込むか、右記QRコードにアクセスしてくだ
さい。 三芳町議会

中継ページ

朗読ボランティア
「けやき」の皆さん
が朗読したものを
三芳町議会ウェブ
サイトで聴くことが
できます。

議会
だより の声



　５月 26 日に第一回議会だよりモニ
ター会議を開きました。
　当日は議会だよりモニターに応募し
ていただいた６名の住民の方々に出席
いただき、まず議会議長から委嘱状を
お渡しして、正式に議会だよりモニ
ターになっていただきました。
　委嘱式に引き続き、モニターの方々
へは事前に議会だよりのアンケートを
配布してありましたので、そのアン
ケートを含めてご意見を伺いました。
　モニターの方からは、記事の緑色は
見づらい。一般質問のページは文字が
くっつきすぎている。数字は横書きの方が見やすいなど、初回から活発なご意見をいただき
ました。
　初めての会議にもかかわらず色々な意見が伺え、今後の議会だよりにどの様に生かしてい
けるか具体的な対応を検討してまいります。

第一回
議会だよりモニター会議

〇前列　左から　大森　縁、古屋　ひろみ、合田　正幸、
　　　　　　　　田島　博之、小林　紀子、笠井　美奈子
〇後列　議会広報広聴常任委員� ※敬称略
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